
市民との意見交換会取りまとめシート

開催地区： 水野 中学校区 開催場所：： 水野地域交流センター

開 催 日 ： 平成３１年　１月　２３日（水） 開催時間：：午後７時～午後８時３０分

出席議員：長江秀幸、中川昌也、柴田惠子、西本潤、高島淳、朝井賢次 参加人数：： 8 人

広報広聴協議会　広聴部会長　宛

市民との意見交換会を実施した結果を報告します。 報告者
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バイパスの建設。

中水野から企業団地までバスレーンの開設。

中水野駅から品野まで電車を通す。

中水野駅の交通ハブ化。

中線の道路拡充。

中水野地域の開発においての、安心安全の担保必要。

脇道の車対策

中線を県道に。

中線の交通量が多く通学時が特に危険。工業団地に通う通勤の車につい

ての、話し合いを持ちたい。

時刻表を各戸配布。（広報の中に入れる）

もっとバスを派手に。目立つようにしPRを。

コミュニティバス・福祉バス・市専用のバス等の一本化すれば、もっと

細かい路線可能、財政的・効率的。

乗り合いタクシーとコミュニティバスのコラボ（デマンドタクシーの改

良型）

自動運転化。

坂の多い水野地域は特別なスタイル必要。

交通弱者問題。

高齢者のお出かけを名古屋のように活発に。

コミュニティバスについて

コミュニティバスについて

コミュニティバスについて

コミュニティバスについて
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便利性の向上必要。

陶生病院・鉄道・公共施設・大型商業施設等への市民の社会参加も移動

もしやすくなる。

　　　　長江秀幸

項番 中分類 小分類 発言の背景・意図 優先項目

日常生活のためにも、瀬戸がさびれないためにも毎日運行してほしい。
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農業水路・道路改修

の要請
班長資料預かる。

空き家 防犯他問題あり

市の配布資料
配布思潮が多く地域（町内会長・組長）が大変。各団体で配布できない

か。

道路の草刈 草刈していないと道路が狭く、ゴミも捨てられる。火災の心配。

投票所
投票所の場所を元どおりに。増設。こっミュニティバスを投票日に運

行。

環境（太陽光発電） 撤退後も設備が残っていると発電しているので感電の危険がある。その他

その他

その他

地主の意見を集約し有効な土地活用を。

考え方が時代遅れ、先進的取り組みを。

地域開発 水野駅氏右辺の開発はどうなっているのか。都市計画

都市計画

都市計画

農業振興について

農業振興について

水害時の非難が課題。

広報車の避難の呼びかけが聞こえない。水野川北側に災害拠点の整備必

要。防災無線の拡充。

災害時の備蓄ができているのか心配。防災について

防災について

防災について

土砂災害について

土砂災害について

土砂災害について

地場産業のPR
窯めぐりの体験を周知。陶器の歴史小学生にもっと教える（ろくろ体験

府含む）

若者が暮らせるまち 保育園・学校を近くに。（転居してこない）

暮らしやすいまち 交通・文学・教育の充実

藤井七段と瀬戸の

PR
藤井七段に関連するグッズ・みやげ物等の販路拡大（陶磁器含む）魅力づくり

魅力づくり

魅力づくり

魅力づくり

外部団体が運営しているが、設備・備品は市の予算で。

モアスクールに関する考え方遅れている。市が主導して充実をしていっ

てほしい。

小中一貫校通学 バス料金は無料に。

モアスクールについ

て

モアスクールについ

て

赤津方面を道路拡張してもまた狭くしてしまう。

道路が狭くバスが入れない。新瀬戸駅東側踏切の２車線化。名古屋瀬戸

線東名インター万博入口、瀬戸に入る時車線が減り渋滞する。

生活道路の整備（進入禁止）


